
第18回心筋生検研究会 ・プログラム

日時 :1996年 11月 29日 (金)13:00-

11月30日 (L) 9:00-

会場 :東京女子医科大学 弥生記念講堂

東京都新宿区河田町8-1〈Te103 3353-8111内27151)

発表時間 : [一 般演題]発表6分 、討論 5分

[ワークショップ]発表 7分 、総合討論

会場費 : 3000円

プロジェクター :35mm l台 を用意します。

懇親会 :11月29日0セ ッション終了後 心研地下レストラン 「ラポルト」で

行いますt(参 加費2000円)

会長 : 細 田瑳― (東京女子医科大学心臓血圧研究所循環器内科 )

堀江俊伸 (埼玉県立小原循環器病セ ンター)

事務局 :西川俊郎 (東京女子医科大学病理学)

事務担当 :迫村泰成 (東京女子医科大学心臓血圧研究所循環器内科)
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11月29日(金)

開会の辞 (会長挨拶)1,θθ-1,θ5

-般 演 題  [1]Iθ :θ51θ :54  座長 :大川真―郎 (東京都老人医療センター循環器科)

田中道雄 (都立広尾病院病理)

(1)高 齢者 にみられた三尖弁形成不全によると考えられる右房拡張症の 3剖 検例

田中道雄 (都立広尾病院病理)、 杉浦昌也 (同循環器科)、 田中康― (青梅市立総合病

院病理)、 金沢芳樹、坂本保巳 (同循環器科)、 中本周 (鳥取県立総合病院病理)、

坂本雅彦 (同内科)、 西川俊郎、笠島武 (東京女子医科大学第 2病理)

(2)左 右心房心内膜心筋組織計測に関する基礎的研究―正常例と心房中隔欠損症例の

比較検討―

上小澤護、西沢守人 (松本協立病院循興器科)、 関回守衛 (信州大学第 1内科)、

発地雅夫 (同第 2病理)

(3)拡 張型心筋症が疑われる高齢者の 1剖検例

余縄雅彦、大川真一郎、千田宏司 (東京都老人医療センター循環器科)、

沢辺元司 (同病理)

(4)心 不全にSSSを 合併し右房ベーシング不能となった心アミロイドーシスの 1吉り倹例

小幡篤、宮沼弘明、小鷹日出夫、村□至 (宮城厚生協会坂総合病院循環器科)、

岩問憲行、中村泰行 (同病理科)

一 般 演 題 [2]1,D~4-14α  座長 :河合祥雄 0順天堂大学循環器内科)

今中―吉田恭子 (二重大学病理)

(5)心 Fabげ 病心筋生検の病理組織学的検討

吉田愛知、吉田浩己 (鹿児島大学第 1病理)、 中尾正一郎、田中弘允 (同第 1内科)

(6)産 褥性′い筋症が疑われた難治性心房頻拍を来 したウイルス性心筋炎の一例

名取俊介、会澤佳昭、長谷部直幸、川村祐一良腱 菊池健次郎 (旭川医科大学第 1内科)、

松橋浩伸 (滝川市立病院循環器内科)



(7)本 村病と紅皮症を合併した好酸球性心筋炎の 1例

原知里、坂口泰弘、中嶋民夫、中村義行、川本篤彦、上村史朗、山野緊、橋本俊雄、

土肥和紘 (奈良県立医科大学第 1内科)

(8)右 心室内に真菌性血栓を認めた抗腫瘍剤による二次性心筋症の 1剖検例

井上勝美、中村展招、須山浩美 城田欣也、田中慎司、福本昌治、金田孝文、平井章三、

後藤泰利、中沢芳夫、永松力 (松江赤十字病院循票器科)、 前迫直久 (同内科)

一 般 演 題 [3]14′ ″ -1,α   座長 :北浦 泰 (大阪医科大学第3内科)

岡部員典 (福岡大学第2内 科)

(9)マ イコプラズマ心筋炎の 1例

椰 ヨ 石綿清雄、西山信一郎、中西成元 関 顕 幌の門病院循環器センター師 、

中田紘一郎 (同呼吸器科)、 原 満 (同病理)

(10)極 めて急激な経過をたどったFiedler型心筋炎の一剖検例

寺岡穆 西岡高橋直子、

…

松岡に 伊吹山千春 錬京医科大学内科学第2詢 り 、

演諷」票者,そ個

-2口

駆D

(11)心 筋症 ・難聴 ・糖尿病を合併 したミトコンドリア脳筋症の 1例

土屋公威、金澤信彦、玉盛三美、足立博雅、安部慎治、小池朗、伊藤宏、丸茂文昭、

廣江道昭 錬京医科歯科大学第 2内科)、石山茂、西川俊郎 錬京好刊蘇捗辞第 2病り 、

萩元宣彦、丹羽明博 (武蔵野赤十字病院内科)

(12)洞 機能不全症候群を合併しペースメーカーの植え込みを行ったINIELASの 1症 例

山本卓生、中村浩士、山田寿太郎、山村泰世、松崎益徳 (山口大学第 2内科)

(13)ミ トコンドリア脳筋症に心筋病変を合併しcaⅣeduol投与によりBMPPJ心 筋シンチ

グラフィー所見の改善を観察しえた 1例

久保田有紀子、小笠原定雅 (東京女子医科大学青山病院循環器内科)、 迫村泰成、

島本健、小林秀樹、細田瑳― (同心研内科)、 永田まこと (同成人医学センター)、

西り1俊郎 (同第2病理)、 堀江俊伸 (埼玉県立小原循環器病センター)



一 般 演 題  [4]15:4_2-16:″       座長 :森本紳―郎 (藤田保健衛生大学内科)

瀬川郁夫 (岩手医科大学第2内 科)

(14)マ ウスウイルス性心筋炎の超慢性期の解析

中村浩士、中尾文昭、山村泰世、山本卓生、松崎益徳 (山口大学第 2内科)

(15)心 室性不整脈を主徴 とし慢性心筋炎が示唆された一剖検例

秋山香美、戸田源二、石嶋光明、品川達夫、早野元信、矢野捷介 (長崎大学第 3内 科)

(16)′ヽ ルコイドーシス|卜力Dに おける心エコー図所見と心筋生検組織所見との対比検討

矢崎普、 三耕言士た 北絲患 今柿嵐 破部光転 関口描 鮨洲締 1内m、 上小澤護、

西沢守ノに 山崎恭平 餘い 、甲田隆 山本博昭 帳野中中     ヽ

(17)肥 大相から拡張相への移行 ―未分類型心筋症の検討から―

池田善彦、斉藤文洋、砂山聡、河合祥雄、岡田了三、山口洋 釧員天堂大学循環器内科心

臓血管病理学研究室)

(18)肥 大型心筋症と拡張相肥大型心筋症の核医学所見について

渡辺賢一、宮島静一、草野頼子 (燕労災病院循環器内科)、 政二文明 〈桑名病院循環器

内科)、 和泉徹 (北里大学内科)

(休憩)

特月1講演   I ηθθ―I η4θ    座長:堀江俊伸 (埼玉県立小原循環器病センター)

ルら筋夕結装置の形成を支えるC働 質

“

βP―の ′分子の特徴と発現様rt」

千葉大学理学部生物学科教授 大日方 昂

ワークショップ′ 「Jい筋生検と画像診断」 三角4θ-19:θθ
座長 :関口守衛 (信州大学第1内科)

属江道昭 (東京医科歯科大学第2内科)

lVI-1拡 張型心筋症における心筋組織の線維化と各種心筋シンク
・
ラフィ所見の対比

幡FF義宗 山尾秀ニ

ー

油井忠 市原和勝 G わヽき市立総合磐城共立病院徊瑠獅相m

lVI-2心 筋月旨肪酸代謝障害からみた拡張型心筋症(DCM)に おける心室内伝導障害の臨床病

理学的意義 :1231_BNIIPP心筋SPECrの 検討

矢崎書一、北林浩、高橋済、西山修、磯部光章、関口守衛 (信州大学第 1内科)、

竹村隆広 (国立療養所東長野病院¨



νヽ13急 性心筋炎における心エコー図と核医学について

渡辺賢一、宮島静一、草野頼子 (燕労災病院循環器内科)、 政二文明 (桑名病院循環器

内科)、 和泉徹 (北里大学内科)

W卜 4心 筋炎症例のミトコンドリアのチトクローム酸イヒ酵素活性の険索と
°
詭 klt lとの関連

山に 、村」真二 佑越基 松妃 、津川卜 ,動 、北山道ふ 松田修ふ 飩 、

増山和嵐 林廣之、三浦昇吾、赤尾浩慶 輪択医科大学循環器m、 ョ |1詞沓 (同円

lVI-5急 性期に心電図心筋シンチにて心筋梗塞様の所見を呈した心筋炎の一吉」検例

平光伸也、森本紳一郎、植村晃久、久保奈津子、本村勝智、清水恵輔、加藤靖周、加藤

茂、加藤倫子、菱田仁 (藤田保健衛生大学医学部内科)

lVI-6ミ トコンドリア心筋症の心筋シンチ所見

上野洋、塩谷英之、穂積俊樹、長尾宗彦、鹿住敏 (兵庫県立成人病センター内科)

lll-7心 アミロイ ドーシスを呈 した家族性アミロイ ドポリニューロバチー(きヾ )2症 例 (2

家系):各 種画像診断の検討

斉藤秀典、瀬川郁夫、近藤雄治、佐藤衛、田代敦、盛合直樹、中居賢司、平盛勝彦 (岩

手医科大学第 2内科)

総合討論  ゴ8βθ-1 9fθθ

懇親会 19」θ

1 1月 30日 (土)

一般演題 [5]9:θ θ-lθ′12    座長:由谷親夫 (国立循喘詢再センター臨床検査割卿動

梶原博毅 (中 期寅態解析調⊃

(19)心 筋生検標本における心内膜病変の意義

西沢守人、上小澤護 (松本協立病院循豪器科)、 矢崎善一、蘇欣、関口守衛 (信州大学

第 1内科)、 石井恵子、勝山努 (同中検病理)

(20)拡 張型心筋症における細胞性免疫の関与について

梶原博毅、藤井澄、堤恵理監 日野真→ 風江回幸孝 に島大学医学部保健学働同割嘲痛導D



(21)ST上 昇を伴 う特発性心室細動 2例 の病理組織学的研究

由谷親夫、今北正美、植田初江、中村暢一、西田尚樹、久本良平 (国立循環器病センター

臨床検査部病理)、 宮沼弘明 (坂総合病院内科)

(22)経 静脈的腫瘍生検で診断した心臓原発の悪性線維性組織球症 (MFHpと 考えられ

る 1剖 検例

田原久史、岡部員典、東條秀明、福田圭介、荒川規矩男 (福岡大学第 2内科)、 岩崎宏、

菊池昌弘 (同第 1病理)

(23)左 室流出路狭窄を呈 した転移性心平滑筋肉腫の一例

森井緊、中井久太夫、森拓也、井阪直樹、中野赳 (二重大学第 1内科)、

野田雅俊 (伊勢総合病院病理)

(2の Cardiac mにeの一例

飯田一樹、由谷親夫、今北正美、植田初江、中村陽一、西田尚樹、久本良平 (国立循

環器病センター臨床検査部病理)

一 般 演 題 [6]Iα ″可 Iρθ   座長 :藤原久義 は 早大学第2内科)

布田伸― (国立甲府病院内科)

(25)肥 大型心筋症における低分子量GTP結 合蛋白質 ―p21 Ras Familyの発現 ―

西垣和彦 ,加 納素夫、操潤、早川幸博、竹村元三、野田俊之、藤原久義 (岐阜

大学第 2内 科)、 藤原兌子 (京都女子大学家政学部)

(26)新 しい心筋 βミオシン重鎖遺伝子変異による家族性肥大型心筋症と心筋生検所見

布田伸一、黒澤理恵、古樫薦、山岸哲、三井富士夫、松橋渡 (国立甲府病院内科)、

関口守衛 (信州大学第 1内科)、 本村彰方 (東京医科歯科大学難治疾患研究所)

(27)心 筋梗塞後組織リモデリングにおけるtenasch―Cの役割

今中―吉田恭子、吉田利通、坂倉照好 (二重大学病理)、

石山茂,下 條隆、廣江道昭 (東京医科歯科大学第2内科)、 西川俊郎 (東京女子医科大

学第2病理)、 大田淑子 (横浜労災病院放射線科)

(28〉非筋型ミオシン重鎖発現による移植心拒絶の早期診断

鈴木淳一、磯部光章、山崎論、関口守衛 (信州大学第 1内科)、 川内基裕 (東京大学胸

部外科)、 永井良三 (群馬大学第2内科)、 西川俊郎 (東京女子医科大学第2病理)



ワ~クシヨンノ 〃 「心血管疾患とアポトーシス」 IIつθ12,2θ

座長 :岡田了三 (順天堂大学循環器内科)

西川俊郎 (東京女子医科大学病理学)

WVll-1心 筋生検による遺伝子崩壊の検出とミトコンドリア心筋症/血 管症

小澤高将、早川美佳 (名 古屋大学医学部生化学)、 布田伸― (国立甲府病院内科)

VヽlI-2心 筋炎の心筋傷害におけるのapOptclsお関与について一自己免疫性心筋炎ラットを用

いての経時的検討

石山茂、西川俊郎、笠島武 (東京女子医科大学第2病 理)、 下條隆、安部慎治、

玉盛三美、伊藤宏、廣江道昭、丸茂文昭 (東京医科歯科大学第 2内科)

lVII-3電 顕的猟外 EL法 によるapoptosisの検討 ―実験的ウイルス性心筋炎の心筋を用いて―

出口寛文、北浦泰、浮村聡、平沢将男、藤岡重和、寺崎文生、岡部真、林哲也、

河村慧四郎 (大阪医科大学第 3内科)

VVl1 4心 筋炎におけるsoluble Fas(sFas)とapopt‐ isについて

豊崎哲也、高野浩昌、廣島健三、大和田英美 (千葉大学肺癌研力所病理)、

高野博之、飯嶋義弘、中村精岳、斉藤俊弘、増田善昭 (同第3内科)、

廣江道昭、石山茂 (東京医科歯科大学第 2内科)

lV1 5肥 大型心筋症mCM)と 拡張型心筋症(DCM)に おけるapoptosヽとその抑制因子BC1 2

促進因子Baxの 発現―心筋生検組織を用いた免疫組織学的検討―

加納素夫、竹村元三、操潤、早り1幸博、西垣和彦、野田俊之、藤原久義 (岐阜大学第 2

内科)、 藤原兌子 僚 都女子大学家政学部)

Vヽl卜6ア ボ トーシスが認められた家族性拡張相肥大型心筋症の 1音」検例

鈴木宏昌、池田善彦、大井川哲也、砂山聡,河 合祥雄、岡田了三 (順天堂大学循環器内

科 心臓血管病理学研究室)、 井埜利l■、大久保又― (同小児科)、

信川文誠、須田耕― (同第 1病理)

lVI卜7大 動脈瘤形成過程における平滑筋細胞アポ トーシスの関与

迫村泰成、堀江俊伸、鈴木努、吉岡佐知子、藤田洋子、島本健、石塚尚子、雨宮邦子、

細田瑳― (東京女子医科大学循環器内科)、 西川俊郎 (同第2病理)

総合討論     H:5θ -122θ

事務報告  12,2θ-1225

]電子≧σ)舌辛    12:25-12fθθ


